


　「誰もが安心して暮らすことができるまち磐田」を目指し、磐田市社会福祉協議会

では、市と地域の皆さんと協力して『第4次磐田市地域福祉活動計画』を策定しまし

た。令和5年度から令和8年度の計画期間で、皆さんと一緒に福祉活動を進めます。

みんなが主役の地域づくり
やさしさ  ふれあい  支え合いのまちづくり  ～ 安心できるまち  磐田 ～

基本目標１ 地域福祉を担う人づくり

　「いいじゃん長野」とは、昨年度行った中学生以上全
住民アンケートの結果から結成した、世代や団体の枠
を超えて、みんなで長野地区を考える会のことです。
　8月に開催された会議には初めて中学生が参加！
学校以外に友達と集まることができる居場所がほし
い等、学生ならで
はの貴重な意見
を聞くことができ
ました。

市内の高校生19人で、自分たちにできること、やっ
てみたいことを模索して、いろいろな活動やイベント
を企画・運営して
います。高校生の
視点で磐田を盛り
上げる活動を目指
しています。

　今年は防災をテーマに、まず自分たちが学び、学ん
だことを小中学生や同年代の高校生、大人の方々へ
お伝えする研修会を企画しています。学校や年代を
越えて、いろんな人とお話して協力することの楽しさ
を実感しています。

　現在は全住民アンケー
トから福祉の課題を抽出し
ている最中です。
　福祉は幅が広く頭を悩
ます日々ですが、皆で協力
しながら長野地区の福祉
を進めていきたいと思い
ます。

いいじゃん長野● ●imagine&create
（高校生のボランティア団体）

イマジン クリエイト

基本目標2 ふれあい、支え合い、助け合いの地域づくり

　3年ぶりに豊岡中央交
流センターで「協議会ま
つり」が行われました。
沢山の地域の方々で盛
り上がっていました。

　今年度のふれあいまつ
りは協議会まつりと一緒
に開催しました。４年ぶり
でしたが、各福祉団体、聖
隷クリストファー大学の学
生ボランティアなど多くの
皆さんに支えられて、子ど

もから高齢者まで大勢の方とふれあい、交流するこ
とができました。

　これまで当地区の地域福祉は福祉委員だけで担当
するという風潮がありましたが、それを地域全体で取り
組む課題とし、自治会ごとに必要な活動の検討を行い
ました。それにより、新たな居場所づくりや取り組みの
工夫がみられるようになりました。

　今後は従来の活動に加え、『高齢になる前の仲間づく
り』『高齢者の自主活動支援』『多世代で一緒に考え話
し合える場づくり』を考えています。
　誰かががんばるのではなく、１人ひとりができること
を少しずつ担い、つながって「だれもが安心して住み
慣れた地域で暮らし続けられるやさしい地域づくり」
を目指していきます。

豊岡地区地域づくり協議会
健康・福祉推進連絡会

向笠社会福祉協議会

３つの目標に向けて活動をはじめている

皆さんにインタビューしたよ！

「第4次磐田市地域福祉活動計画」はこちらからご覧いただけます▶

磐田市くらしと仕事相談センター

基本目標3 自立した生活が送れる支援体制づくり

　令和2年に南御厨から路線バスが無くなり「公共交通
のはざま・陸の孤島」に。市長から「地域で知恵を絞り、
汗を流していただけるなら、市も支援をしましょう」と
約束していただき、住民
ボランティアによる移動
支援サービス「もろこ
号」の開始に至りました。

南御厨移動支援サービス「もろこ号」

　利用された方から「これ
で私たちは生きていける」
と深い感謝の言葉をもらい
ました。運転ボランティア
も、足が不自由な方の乗降
に便利なステップを手作り

するなど、「お互いさまのこころが通う南みくり」とい
う協議会のテーマが実現しています。

あなたも地域づくりに参加してみませんか？
あなたの出番を待っています！

　令和５年４月より、天竜厚生会と磐田市社協が協働で
実施している相談機関です。

左から
鈴木 栄祐さん
大庭 郁人さん
三ツ谷 創太さん

左から
松本 郁子さん
小池 日出男さん
鈴木 千加子さん
青嶌 正美さん

福祉部会長
田中 裕之さん

会長
松島 毅さん

地区長
村松 直司さん

●

● ●

●

左から
干場相談員
牧野相談員
大杉センター長

詳しくは ４ページへ！



磐田市くらしと仕事相談センター

一人ひとりに
寄り添います

困ったことを
一緒に考え、
一緒に解決

関係機関と
連携しながら
サポート

仕事 住まい

お金 その他

磐田市くらしと仕事相談センターでは
生活にお困りの方からこのような相談をお受けしています

住まいの確保をサポートします
●不動産会社に同行

●住むところがない方
へ宿泊場所の提供

●離職をした方へ
家賃相当額を支
給（条件あり）

お仕事さがしをサポートします
●ハローワークへの同行

●職種や履歴書作成、面接の助言

●ご家族の仕事
の相談

家計の悩みにアドバイスします
●お金の使い方の見直し

●債務整理のお手伝い

●弁護士などへの相談に同行

●貸付制度の紹介　●食料の支援

●子どもの学習支援

　市内２５の社会福祉法人がネットワークを組み、それぞれが運営する施設（高齢・障がい・保育など）で相談
窓口を設置しています。種別を超えて、福祉に関する無料相談を行っています。

　今年度は、社会福祉法人同士が抱えている課
題解決やネットワークづくりを重点に置き、研修
会を行いました。研修内容は、窓口・電話等のク
レーム対応についての講義と、職員の輪を広げる
グループワークです。
　講義では基本的な応対を学び、グループワーク
では参加者の課題の共有と関係性づくりを意識
し議論しました。

社会福祉法人連絡会の取り組み

【相談事例】
●家庭菜園で野菜が沢山収穫できたけ
れど、食べきれないのでどこかに寄付
したい。

●どんな介護施設があって、利用するに
はどうしたら良いのか。

●土地の相続の関係については、どこ
に相談すれば良いのか。

【相談実績】
●令和４年度　2０９件
●令和３年度　220件
●令和２年度　１７３件

0538 -32 -8880問合せ iプラザ３階（福祉課内）場  所TEL 0538 -32 -8881FAX
今後も研修会などを通じて、市内社会福祉法人同士の

   関係性の構築を目指していきます。

どんなことでも、まずはお近くの施設にご相談ください。

福祉 相談窓口福祉 相談窓口福祉 相談窓口なんでもなんでもなんでも
高齢者福祉施設・障がい者福祉施設・保育園・事業所等々の法人施設

それぞれの施設・事業所に
おける相談対応で解決

➡行政の相談窓口へつなぐ
➡関係機関・団体へつなぐ
➡市社協に連絡
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相談者

ご希望に沿って専門機関へつなぐ
それぞれの施設・事業所に
おける相談対応で解決
それぞれの施設・事業所に
おける相談対応で解決
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流
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福祉講話を
してくれないか？

こんな事
聞いてもいいのかな？！

この頃、

おばあちゃ
んが

少し心配？！

福祉なんでも相談窓口

　以下の４つの目的に沿って、子ども・障がい・高齢
者等様々な分野の社会福祉法人が集まり、つながり
づくりをしています。

合同研修会

１．法人同士の情報交換の場
2．種別を越えたネットワーク構築
3．新しい社会資源の創出
4．法人の存在意義発揮の場

プロジェクトメンバー  秋山、大杉












